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数学 ３年 ４章 関数ｙ＝ａχ２ 単元テスト №１ 
基礎・発展 氏名            

◎知識・理解 
１ 次の関数のうち、ｙがχの２乗に比例するものを選び、記号で答えな

さい。 
 
 
 
 
２ 下の表について、次の問いに答えなさい。 

① 表のア～エにあてはまる数を求めなさい。 
② ｙをχの式で表しなさい。 
③ χの値が３倍になると、ｙの値は何倍になりますか。 
 
３ 底面が１辺χcmの正方形で、高さが５cmの正四角柱の体積を 
ｙcm３とする。これについて、次の問いに答えなさい。 
① ｙをχの式で表しなさい。 
② 比例定数を求めなさい。 
 
４ 右の図は、関数ｙ＝χ２のグラフである。 
これについて説明した次の文の  をうめな

さい。 
① グラフは点(２，４)，(－２，  )を通る。 
② グラフは  軸について対称である。 
③ グラフは原点を通り、  軸より下側には

ない。 
 
Ａ問題 
５ 右の図の①～④のグラフは、下のア～エの関数

のグラフです。それぞれのグラフの式をア～エの中

から選びなさい。 
 

 
 

 
６ 次の①、②にあてはまる関数を、下のア～カの

中から全て選び、記号で答えなさい。 
 

 
 
 

① グラフが下に開いているもの。 
② グラフがχ軸について、たがいに対称であるもの。 
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数学 ３年 ４章 関数ｙ＝ａχ２ 単元テスト №２ 
基礎・発展 氏名  

◎表現・処理 Ｂ問題 
１ 次の関数のグラフをかきなさい。 

 
 

 
２ ｙはχの２乗に比例し、χ＝３のときｙ＝－１８である。次の問

いに答えなさい。 
① ｙをχの式で表しなさい。 
② χ＝－４のときのｙの値を求めなさい。 
 
３ 関数ｙ＝２χ２について、次の問いに答えなさい。 
① χの値が１から４まで増加するとき、次のア～ウに答えなさい。 
 ア χの増加量を求めなさい。 
 イ ｙの増加量を求めなさい。 
 ウ 変化の割合を求めなさい。 
② χの値が－６から－２まで増加するときの変化の割合を求めなさ

い。 
 
４ 関数ｙ＝χ２で、χの変域を－２＜χ≦３とするとき、ｙの変域

を求めなさい。 
 
Ａ問題 1.5点 
５ 時速χkm で走っている自動車が、ブレーキをかけてからｙｍ進
んで止まるとき、ｙはχの２乗に比例します。いま、時速４０km で
走っていた自動車が、ブレーキをかけてから１２ｍ進んでとまりまし

た。次の問いに答えなさい。 
① ｙをχの式で表しなさい。 
 
② 自動車が時速６０km で走っていたとすると、ブレーキをかけて
から何ｍ進んで止まりますか。 
 
 
６ 次の問いに答えなさい。 
① 関数ｙ＝ａχ２について、χの値が２から４まで増加したときの

変化の割合が－１２になりました。このとき、ａの値を求めなさい。 
 
② 関数ｙ＝ａχ２について、χの変域が－４≦χ≦２のとき、ｙの

変域が０≦χ≦２４になります。このとき、ａの値を求めなさい。 
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数学 ３年 ４章 関数ｙ＝ａχ２ 単元テスト №３ 
基礎・発展 氏名  

◎数学的な見方・考え方 Ｂ問題 
１ １辺がχcm の立方体がある。次のア～エの数量をｙとしたとき、
ｙがχの２乗に比例するものを選び記号で答えなさい。 
 
 ア 表面積   イ 体積 
 ウ 高さ    エ 側面積 
 
２ 高さが６cmである円柱の底面の半径をｒcmとする。次の問いに答
えなさい。 
① この円柱の体積をＶcm３として、Ｖをｒの式で表し
なさい。 
② ①で、Ｖとｒの関係についてかきなさい。 
 
３ 放物線ｙ＝２χ２が、直線ｙ＝８と交わる点をＡ，Ｂとするとき、

線分ＡＢの長さを求めなさい。 
 
４ 右の図のように、底辺をｔ、高さがその  倍になる直角三角形の面
積をＳとするとき、Ｓをｔの式で表しなさい。

また、Ｓが６になるときのｔの値を求めなさい。 
 
Ａ問題 

５ 右の図のように、関数ｙ＝ａχ２と関数

ｙ＝χ＋４のグラフが、２点Ａ、Ｂで交わっ

ている。Ａ、Ｂのχ座標がそれぞれ－２，４

であるとき、次の問いに答えなさい。 
① ａの値を求めなさい。 
② △ＡＯＢの面積を求めなさい。 
 
 

６ 右の図のような、長方形ＡＢＣＤが

ある。辺ＢＡ上を点 P は毎秒２cm の速
さでＢからＡまで進み、点Ｑは辺ＢＣ上

を毎秒３cm の速さでＢからＣまで進む
ものとする。点 P、Qが同時にＢを出発
してからχ秒後にできる 
△ＢＱＰの面積をｙcm２とするとき、次
の問いに答えなさい。 
① χの変域を求めなさい。 
② ｙをχの式で表しなさい。 

３

２


